
令和 6 年度和歌山県総合バドミントン選手権(秋季）大会兼 

関西マスターズスポーツフェステイバル 2024 

第 22 回近畿総合バドミントン選手権大会（シニアの部）県予選会開催要項 

 

１.主 催   和歌山県バドミントン協会  

２.共 催   関西マスターズスポーツフェステイバル実行委員会  

３.主 管   和歌山県レディースバドミントン連盟 

４.期 日   令和 6 年 11 月 4 日（月） 9 時～開始式  

５.会 場   和歌山県立体育館  和歌山市中之島 2238  TEL：073-422-4108  

６.種 目   個人戦  

一般     男子単・複、女子単・複、混合複 （中学生以上）  

30 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 30 歳以上の者）  

35 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 35 歳以上の者）  

40 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 40 歳以上の者）  

45 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 45 歳以上の者） 

50 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 50 歳以上の者）  

55 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 55 歳以上の者）  

60 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 60 歳以上の者）  

65 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 65 歳以上の者）  

70 歳以上  男子単・複、女子単・複、混合複 （令和 6 年 4 月 2 日現在 70 歳以上の者） 

 ７.競技方法  各種目ともトーナメント方式とし、３位決定戦は行わない。 

 (1) 一般単･複は１・２・３部を併合し、トーナメント戦とする。  

(2) 年代別のみ各種目が単２人・複２組迄の場合は併合し、リーグ戦もしくはトーナメント戦とする。  

(3) 一般種目については３種目への出場は不可とする。２種目に出場する場合、単と混合複への出場は不可とする。  

８.競技規則   （公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員規程による。  

９.使用用器具 （公財）日本バドミントン協会検定・審査合格品とする。  

10.参加資格   （公財）日本バドミントン協会に登録を完了した者に限る。  

11.参加料      一 般： １人１種目 1,800 円 

※ただし、60 歳以上の種目については１人１種目 1,200 円とする。 

高校生： １人１種目 1,200 円 

               中学生： １人１種目 1,000 円  

12.申込方法    和歌山県バドミントン協会ホームページより申込書をダウンロードし必要事項を記入の上、メールにて送付くだ 

さい。(メール以外の申込は不可とします。） 受理メールの返信がない場合は、下記申込先まで連絡・確認のこと。 

13.申 込 先   〒640-8317 和歌山市北出島 105-15    

和歌山県バドミントン協会 競技部 早 香代 宛      

E-mail: wakayama.ladiesbad.hp@gmail.com      

電話：090-9113-9140(携帯)  

14.申込期限   令和 6 年 10 月 15 日（火）17 時必着とする。  

15.組 合 せ   和歌山県バドミントン協会競技部一任とする。  

（競技部委員・申込責任者の方は出席可）  

日時：令和 6 年 10 月 20 日（日）16 時～  

場所：南コミュ二ティーセンター      

和歌山市紀三井寺 856-13  電話：073-494-3755  

16.表   彰   各種目優勝者に賞状を授与する。  

17.選   考    近畿総合（シニアの部）への出場選手は、本大会の成績により選考する。 ※ただし、本県の割当数に準ずる。  

18.そ の 他    (1) 審判は敗者審判を原則とします。初回のみ本部で指名しますが、困難な場合はセルフジャッジをお願いするこ

とがあります。 

(2) 競技中の事故については応急処置のみ行いますが、その後の責任は負いません。 

ただし、１日スポーツ障害保険に加入します。  

(3) 大会参加に際して提出された個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的には使用しません。  

(4) 競技場フロアは土足厳禁のため、上履きを持参のこと。  

(5) ごみは各自責任をもって持ち帰ること。 


